
ま
た

「マ
ッ
ス
ル
ベ
プ
チ

一
ニ
カ
ル
ズ
(
植
物
由
来
の
原

ド
」
の
商
標
も
日
本
国
内
で

一材
料
)
部
門
」
を
新
設
。
そ

議
録
済
。
マ
ウ
ス
へ
の
投
与
一
の
栄
え
あ
る
第
1
且
門
最
優
秀

試
験
に
お
い
て
は
、
筋
力
を
互
誕
樹
話
に
、
ア
ル
プ
ス
薬

落
と
し
た
マ
ウ
ス
の
グ
リ
ッ
一
品
工
業
の
ユ
ビ
オ
ケ
ル
セ
チ

プ
強
度
、
筋
肉
量
、
筋
肉
合
一
ン
が
選
出
さ
れ
た
。
選
定
幕
一

成
を
高
め
、
筋
肉
萎
縮
因
子

一準
は
、
「
最
新
の
ト
レ
ン
ド

の
タ
ン
パ
ク
質
雰
低
下
が
確
一や
消
資
者
儒
婆
に
応
え
た
も

認
さ
れ
て
お
り
、
勝
国
食
品

一の
」
「
こ
れ
ま
で
に
な
い
草

医
薬
品
安
全
処
か
ら
個
別
認
一新
的
ま
た
は
ユ
ニ
ー
ク
な
特

と

一
審
機
能
食
品
の
認
定
義
一性
」
「
他
の
墾
展
補
よ
り

緯
国
で
健
康
食
品
を
取
り
扱
つ

z
g
nお
日
常
(
ネ
オ

・
ク
レ
マ
l
社
)
は
こ
の
ほ

一

一

〉

一得
。
ま
た
臼
本

・
韓
国
で

一優

れ

て

い

る

(

例

一

低

用

少

し

前

の

ど
、
議
長
へ
ル
シ
l
ナ
ビ
(
東
京
都
大
田
区
)
、
警
否
l
エ
イ
チ
エ

ヌ

長

一
「
警
告
く
加
水
分
解
一実

体

内

壁

、

耐

性

、

厳

慶

話

に

な

る

(
豪
華
代
国
区
)
と
室
哲
、
季
最
ホ
エ
イ
プ
ロ
テ

イ

ン

智

ε

芸

一物
言
雰
と
し
て
含
有

一新
た
な
有
効
性
な
ど
)
」

r事
が

、

長

ト

E
R
m
回一
a
G
(コ
ア
プ
ラ
ス
ト
5
)
」

の

販

売

を

本

格

的

に

開

始

し

て

い

る

。

締

営

一

一

取
ン
一
す
る
筋
減
少
症
の
改
善
、
予

一
「

臨

床

デ

ー

タ

に

よ

り

科

学

庫

駅

ι
レ
ン
デ
ィ
の

コ
ア
ざ
フ
ス
色
、
勝
一
ば
く
質
(
ペ
プ
チ
ド
)
の
平
一
評
緊
急
車
4
-
m

竺

防

言

遺

書

」

一

的

に

豪

語

さ

れ

て

い

撃

で

0
2
4年

国
の
高
麗
大
学
、
慶
照
(
キ

一均
分
子
震
が
2
6
5
1
Mと
一と
非
常
に
高
い
プ
ロ
テ
イ
ン

ス

ユ
一

の

特

許

も

取

得

し

て

い

る

。

一

る

」

と

と

な

ど

が

挙

げ

ら

れ

の

ヒ

y
ト
商

ヨ
ン
ヒ
)
大
学
と
ネ
オ

・
ク
一
低
分
子
の
た
め
、

w
p
Cの
一
商
品
で
も
あ
る
。

キ
ジ
一
こ
の
コ
ア
プ
ラ
ス
ト
5
は

一

て

い

る

。

一

品

加

が

発

表

さ

れ

、

上

位

に

レ
マ

1
社

、

毎

日

乳

業

社

課

題

で

あ

る

吸

収

提

優

れ

一

芝

、

最

大

の

震

と

し

ン

ク

一

加

工

警

警

他

素

材

と

の

一

ア

ル

プ

ス

薬

品

工

業

醤

笠

一

ラ

ン

ク

入

り

し

た

健

嚢

品

(
事
が
、
遅
か
ら
5
一
る
。
護
獲
量
さ
き
一
て
、
通
常
の
W
P
Cに
は

合

ハ

パ

一

程

も

よ

い

た

め

、

食

品

の

蚕

寵

し

、

米

国

で

主

に

販

一

墜
一
は
な
か
っ
た
。
目
新
し
い
ヒ

年
聞
か
け
て
開
発
し
た
震
学
一

w
p
Cと
比
べ
て
少
な
く
、

一ま
れ
な
い
運
動
パ
フ
ォ
l
マ
一る
L
D
I
Q
K
ペ
プ
チ
ド
一
ソ
ロ
イ
シ
ン

〈I
〉
、
グ
ル

一メ
イ
ン
索
初
と
し
て
も
サ
ブ

一促
事
業
を
行
っ
た
害
苫
円
。
一
栴
=
ッ
ト
商
材
不
在
が
こ
こ
数
年

共
同
開
発
製
品
。
濃
縮
W
P
一毎
日
乳
業
社
の
最
終
製
品
は

一ン
ス
の
向
上
、
筋
肉
量
の
増

一
(β
ラ
ク
ト
グ
ロ
プ
リ
ン
由
一タ
ミ
ン
〈
Q
〉、

リ
ジ
ン

一紫
初
と
し
て
も
優
秀
で
、

一社
は
「
劃
話
ロ
i
ン
チ
か
ら

一

制
収
一
工
腕
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

C
を
酵
素
で
加
水
分
解
し
た

一カ
ス
タ
1
ド
風
味
で
美
味
の

一加
、
筋
肉
合
情
後
進
、
筋
肉

一来
の
ロ
イ
シ
ン

〈L
〉
、
ァ

一
〈
K
V
の
ペ
プ
チ
ド
)
を
合
一
「
護
別
化
プ
ロ
テ
イ
ン
」
と
一
賞
獲
得
ま
で
数
年
か
か
る
の

一

加
明
一
一の
結
集
は
当
然
と
も
い
え
よ

雰

孟

w
p
Cだ
。
た
ん

一た
め
、
聾
護
憲
ら
の

一量
制
な
ど
が
期
待
で
き

一ス
パ
ラ
ギ
ン
酸

〈D
〉
、
ィ

一有
す
る
。

一し
て
警
れ
て
い
る
。
京
護
。
ユ
ピ
オ
ケ
ル
セ
チ
一

d
一一う
か
V
上
位
で
は
な
い
が
、

I
I
l
l
i
t
-
-
i
l
l
i
t
-
-
-
-
-
-
-」
一

i
l
i
l
i
li--
lIll
i
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-
-
-ー
一
ン
の
素
材
性
能
の
高
さ
ゆ
え
一

1
区

一数
年
ぶ
り
に
注
目
を
築
め
た

)

ボ
ト
ル
蚕

・
包

装

嘉

吉

化
の
ラ
イ
ン
議
で
可
管
し
た
。
同
社
で

一一

i

[

L

E

F

F

a--
L

一
か
、
異
常
な
警
の
章
一

l

一の
が
南
米
霊
の
「
ア
サ
イ

》
進
へ

番号川

Vii--「滑
な

3
8一
一

ス

ネ

国

N
C
A賞
で

最

優

秀

賞

一

っ
さ
と
、
同
社
員
の
一
を
話
す
る
と
い
っ
た
工
程
了
。

S
N
S映
え
が
影
響

詩

担

推

上

し
、
生
産
力
の
向
上
を
図
を
推
し
進
め
る
こ
と
で
、
セ
ル
、

γム
レ
ス
γ

カ
プ

竺

プ

工

j

j

j

j

j

i

一応
募
を
雪
レ
た
に
も
か
か

一を
経
な
い
製
造
法
で
翠
し
一
し
て
か
、
デ
ザ
ー
ト
と
し
て

d
7向
日
一
変
て
下
来
年
同
会
的
な
ミ
ゑ

E
5
h
uブ
セ

詰

「

革

新

的

素

材

」

と

ユ

ビ

オ

ケ

ル

セ

チ

ン

一

号
、
警
を
隠
さ
な
い

一た
「
ケ
ル
セ
チ
ン
配
涯
の

一の
ア
サ
イ
l
ぎ
ル
が
一
語

m
-
化

の

月
に
は
璽
空
襲
こ
と
に
加
え
、
自
動
化
す
ル
、
賓
の
外
観
自
動
検

一

一

一

コ
メ
ン
ト
を
し
た
。
一
持
つ
棄
の
効
襲
撃
を

一を
号
、
飲
食
屈
な
ど
を
中

川

一

動

贋

内
に
、
健
室
の
自
動
る
こ
と
で
曇
の
向
上
に
毒
菌
詰
奮
を
導

一一

襲
食
品
霊
童
の
原

一塁
。
一己
主
的
が
主
宰
す
一
を
展
望
自
餐
事
オ
一
一
方
、
ユ
ピ
オ
ケ
ル
セ
主
忠
実
に
莞
し
た
1
0
0
%
一
心
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
品
切

7
竺

晶

主

、

、

/
5
ミ
-
f
〆
-ご

S
R

会
み
で
あ
る
が
、
こ
れ

竺
材
料
を
取
り
怒
っ
ア
ル
プ
ス

一る
護
に
お
い
て
、
今
回
か
ア
ガ
ニ
ッ
ク
フ
1
・
ト
な
ど
を

一ン
を
嬰
レ
た
ア
ル
プ
ス
薬
一
ナ
チ
ュ
ラ
ル
費
」
が
最
大
一
れ
を
起
こ
し
て
い
る
霧
も

z
iボ

ト

ル

充

填

ラ

イ

ン

を

増

強

に

副

長

い

検

査

を

司

一一
薬
品
工
業
(
岐
阜
県
飛
騨
ら
事
れ
た
き
覆
一取

り
扱
う
高
級
志
向
の
食
一品
工
読
書
を
隠
さ
ず
一
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
(
特
一
あ
る
さ
つ
だ
。
書
雪

襲

撃

麗

巡

の

一
一
一
協
・
大
淵
工
場
生
産
性
向
上
へ

能

高

等

子

一一

市
)
の
「
ユ
ビ
オ
ケ
ル
セ
チ

一蓄

を

脅

た

き

を

、一
盟

主

。

こ
れ
ま
で

一
「
轟
に
は
星
雲
、
一
叢
露
み
)
だ
。
水
溶
解

τて
の

警

雪

量

一

面

(

費

gIs

i---Eti--J
一
高
社
は
、
日
本
健

一一

ン
(
間
社
登
録
商
標
)
二
塁
言
。

一過
去
初
年
春
、
同
社
一将
来
援
警
レ
て
い
る
も
一
位
の
向
上
、
荷
量
向
調
さ
れ
て
い
な
い
の
は
業
界

忠
君
、
高
工
場
に

l

ラ
ッ
ク
霊
童
棟
嘉
も
繋
が
る
」

(
和
田
伸
行
康

・
栄
養
食
事
会
か
ら

一一

が
、
米
国
の
オ
l
ガ
ニ
ッ
ク

一
言
。
乞
呈
晶
、
米
国
一が
士
事
す
る
護
「
言
。
一
巾

一の
の
、
望
者
と
し
て
は
依
一
上
に
成
功
し
、
し
か
も
コ
ス
一
人
と
し
て
寂
し
い
と
こ
ろ
だ

「
上
』い
1

策
す
る
-
高
ま
る
受
副
社
き
と
い
い
、
譲

「健
康
食
品
G
M
P
部

一一

系
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト一

事
心
に

3
8雪
上一

司

8
2
E
E」

一然
と
し
て
要
害
実
竺
品
少
も
蚕
し
た
麗
的
一
が
、
震
食
品
素
材
の
ヒ
ッ

繭

圏

・

・

・

詰

に

対

応

し

て

い

メ

ー

し

て

裂

し

fつ
い
て
一表
彰
さ
れ

一一

J
福

田
者

取

一に
お
い
て
毎
年
警
護
一
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
た
一
な
塁
と
し
て
、
日
章
一
ト
は
、
妻
、
新
た
な
ア
ロ

-
E圃
・

・

・
く
考
え
だ
。
た
同
社
の
強
み
を
票
し
た
。
加
え
て
日
月
に
は
、

竺

・
恥

r
-
E臨
剛

山
任

竺
募
す
る
乏
白
喜
一
2
0
5一
め
、
霊
に
は
驚
い
た
。
た
内
に
お
い
て
も
露
。
一
モ
ー
シ
ョ
ン
を
一
事
け
る
際

園

圃

圏

整

理

;

蓄

を

饗

し

て

浦

口

湖

沼

S
S
C
2
一

J
E
--吉

一

E
E
C
-だ

、
ユ
ピ
オ
ケ
ル
セ
チ
ン
と
一
現
在
、
「
や
る
気
量
一
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
V

阻

開

園

盟

主

[

回

、

こ

れ

ま

で

髭

聖

域

一一

野

話

幽

圃

喜

一

九

世

韓

日

一

銭

諸

島

一

打

空

間

的

組

長

J

設

園

・

・

国

一!γ
い

ル

妻

、

吐

出

来

な

か

っ

元

還

を

聖

書

い

一
一

.a期

」

司

叫

が

力
闘一

た。

z
i--bフ

れ
し
い
」
と
一
定
す
る
謹
」
き
を
へ
一
ら
れ
た
。
こ
の
喜
は
、

調
岨
圃
圃園田
P
T
P
包
装
で
ロ
ボ

ソ

フ
ト
カ
プ
セ
ル
の
外
観
安
全
で
喜
な
襲
食

一
一

{

ぺ

」

作

同
人
町
ル
岡
一

(
小
室
)
ら
に
よ
る
も
一
曹
の
声
を
諮
っ
た
。

一ル
ス
ク
レ
ー
ム
に
警
表
一霧
上
、
販
輩
が
伸
び
る

三

回

掴

盟

副

ッ

ト
お
よ
び
A
Iカ
検
査
を
A
I
霊

載

の

品

の

嬰

・
製
造
を
仔
っ

一
一一

J
嗣
w行
h
ア
の
一

の
だ
と
い
う
。
一
同
勢
ユ
ピ
オ
ケ
ル
セ
チ

一言
と
し
て
も
宮
公
開
一
こ
と
が
予
警
き
嘉

ピ

剥

け

討

事

メ

引
を
駆
使
い
た
配
れ
ど
フ
を
害
た
こ
と

U
N什

1
-j
一
一「

i
i
J
U
U川
崎
E
傾
向
弘
一

2
2
4
2「ボ

タ
一
ン
は
、
新
た
に
人
工
的
に
糖
一し

て

い

る

。

一

的

な

審

議

点

が

あ

る

EEE

・11
1
1
1
1
1
E
・E・-E
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
E
E
l
-
1
1
1
1
1
1
1
E
E
E

・Il
li
-
-B
E
l
l
i
-
-
E
l
i
-
-
一
③
消
費
者
の
生
活
ス
タ
イ
ル

.

.

.

.

.

.

.

.

 
・
・
・
・
・
・
・

医
師
か
ら
、
震
一
馨
の
照
の
機
墜
表
一蚕
品
の
健
康
行
。

こ
の
過
濯
で
、
ガ
イ
ド

て
お
り
、
大
手
を
中
心
に
前
桔
宣
さ
れ
る
。
そ
の
後
、

2
錠
剤
等
の
特
殊
形
法
違
縮
こ
れ
を
受
け
サ
プ
リ
メ
ン
一
が
変
わ
る
豆
躍
が
あ
る
の

R
阻
白

E
B
副凶回一，

E
冒

画

会
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
原
被
害
を
総
点
検
で
事
態
収
拾

ラ
イ
ン
で
の
ル
1
ル
化
委

年

男

マ

イ
ナ
ス
が
続
い
て

o
oー
を
ピ
タ
ミ
ン

・
ミ
さ
れ
た
成
分
や
憲
車
綴
ト
法
の
譲
が
国
会
や
政
府
一
桑
。
百
五
あ
た
り
か

---E
・E
・-E
E
E
E
-
-
E
因
特
定
時
問
委
し
、
行
を
狙
っ
た
。
む
し
ろ
マ
ス
コ

め
、
内
閣
府
令
と
告
示
を
中

い
る
よ
う
だ
。

3
月、

4
月
ネ
ラ
ル
に
機
能
性
表
示
義
的
な
摂
取
ー
ー
と
い
う
特
徴
で
も
本
格
化
す
る
だ
ろ
う
。
一
ら
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
の
重
要
性

甲
辰
(
き
の
え
さ
の
小
林
製
薬
か
公
表
し
て
い
る
政
報
告
が
遅
れ
、
公
表
は
3

ミ
や
社
会
に
制
度
へ
の
不
安

心
と
し
た
制
度
へ
の
見
直
し

の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
報
室
長
議
饗
島
が
を
持
つ
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
、
た
だ
、
安
全
性
だ
け
に
フ
ォ
京
税
か
れ
て
き
さ
」
と
を
背

年
が
暮
れ
る
。
ド
ラ
ゴ
ン
イ
整
字
だ
。
健
康
食
品
の
み
な
月
初
日
。
そ
の
後
、

加
速
度

を
印
象
づ
け
る
形
と
な
り
、
も
行
っ
た
た
め
、
改
正
は
安
道
で
、
収
益
の
基
盤
で
あ
る
誕
生
。

2
0
1
5
年
に
「
機
法
的
に
特
別
な
対
応
を
求
め

1
カ
ス
し
た
サ
プ
リ
法
は
、
一
景
に
、
「
短
鎖
脂
肪
酸
」
へ
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